西病棟チームカンファレンス記録
	院 長
	課 長
	主任
	

	平成１７年８月２２日（月）
　司会　鶴ヶ崎　直子　　記 録 者　滝田　ヒロ子　
	
	
	

	
	
	
	

	佐藤


	鶴ヶ崎
	横浜（亜）
	藤原
	下帯
	沢田
	橘
	滝田
	濱谷
	外城
	三浦
	横浜（ゆ）
	

	○
	○
	休
	休
	準
	深
	○
	○
	○
	○
	　休
	準

	小川
	松川
	佐々木
	植村
	三和
	千田
	加藤
	中村
	田端
	半澤
	小杉
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	休
	産休
	産休
	○
	休
	欠
	留守
	深
	○
	休
	休
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・８月２９日（月）リネン交換日に掛け布団の洗濯を行います。当日、交換日にカバーを外した掛け布団を、本部側洗濯場に持って行き、変わりの毛布を持って来て下さい。カバーはいつもどおり、南洗濯場に出して下さい。

・制服について～　４月に移動になった正看護師・準看護師の方で新しい制服をもらっていない方は、サイズをメールで庶務まで知らせて下さい。また、新しい制服をもらっているという方は、返信にて庶務まで知らせて下さい。

・８月２３日（火）高橋　百壽様ハロマンス予定となっています。次回は８月３０日（火）です。

・８月２３日（火）木村　忠史様のОＴ導入の件を、本日、ОＴスタッフに確認して下さい。

＜患者様情報＞

・庭野　弘樹様～　８月２７日（土）退院予定となっています。時間は御家族に確認を取っていく予定です。退院後は、デイケア参加・作業所へ通所の予定となっており、主治医より本人に再度説明されています。ソーシャルワーカーにも伝達し、手続きを済ませておくようにして下さい。

・畑山　勝司様～　本日、兄様が来院されて、主治医と今後の方針について確認されています。今後は青山荘入所・作業所への通所予定となり、兄様も了承されています。突然の兄様の来院も含め、最近、報告・連絡・相談の漏れがあるため、各自きちんと申し送るよう注意して下さい。

· 本多　富美様～　８月１８日（木）検査データについての勉強会を実施しています。一　　　　　　　　通り説明を聞いていますが、反応薄く伏目がちです。「ポカリスエッ　　　　　　　　トをやめて水にした」「水分を沢山とれば良いのですか？」等の質問　　　　　　　　も聞かれます。検査技師より、肝機能とコレステロールの指摘を受け　　　　　　　　「恐いと思った」と感想を述べています。勉強会が終了してから話を　　　　　　　　伺うと「最近、夢見が悪くて、何かに追いつめられているような感じ　　　　　　　　があって、眠いです」と話しています。また、「外泊時にデイのメン　　　　　　　　バー（川口様）に電話したら下村様が亡くなったことを聞いてとても　　　　　　　　ショックだった。自分と同じような病気の人だから恐くなった」と、　　　　　　　　とても不安な気持ちを述べています。その事を心配した川口様がソー　　　　　　　　シャルワーカースタッフに話し、８月２２日病棟に情報提供の連絡が　　　　　　　　入っています。しかし、それ程落ち込んでいる様子や表情は見られず、　　　　　　　　８月２０日から２１日の外泊時、御家族が記入する用紙に本人が記入　　　　　　　　したり、「薬を飲み忘れたら、本人はどうなるんですか？」等の質問　　　　　　　　をしています。また、運動療法（エアロバイク３０分・ウォーキング　　　　　　　　３０分）を続けていると報告が聞かれていても、余り見掛ることも少　　　　　　　　なく、動いている割りには体重が減っていません。今後の看護のポイ　　　　　　　　ントとして、本人の考えや意見を慎重に聞き取りながら、問題が多く　　　　　　　　見られても追求、批判をしないであくまでも本人の気づき（自発自主　　　　　　　　性）を促し、自己コントロールの重要性、厳しさ、達成感の実感確立　　　　　　　　に向け、個人の疾病に対する理解が出来るような関わり方をして行き　　　　　　　　ましょう。外泊訓練時には、家での様子や病状を本人、家族共にきち　　　　　　　　んと確認するようにし、外泊状況を主治医に報告して下さい。　　　　　　　　

＜週間連絡＞

８月２３日（火）　・タオル漂白

８月２４日（水）　・皮膚科診察（東病棟）

　　　　　　　　　　【診察予定者】

　　　　　　　　　　津嶋　イチ子様・奥寺　徹様・高間木　八男様・布施　邦雄様

８月２６日（金）　・歯科診察

　　　　　　　　　　【診察予定者】

　　　　　　　　　　菅井　浩子様・松橋　清子様・曽我　正子様・本田　英之様

　　　　　　　　　　米田　達郎様

＜注目患者様ＮＣＰ評価・検討＞

· 佐々木　みね様～　体調について問うと「背中が痛いんだよ。寝てたい」と背部痛や倦　　　　　　　　怠感を訴え、スタッフの声掛けや促しに対し、拒否的な言行動や参加　　　　　　　　までに時間を要して活動や作業に行きたがらずにいます。また、東病　　　　　　　　棟からカラオケが聞こえて来ると被害的な発言が聞かれたり、問診時、　　　　　　　　主治医に「今日、退院させる…と聴こえて来た」と話しています。家　　　　　　　　に百円玉で電話をし、幾ら使ったか問うと「２０円使った」と答え、　　　　　　　　残りのお金を返さず自分のきんちゃく袋の中にしまい込んでいたり　　　　　　　　しています。元々、被害的妄想や意欲低下のある人なので日常生活の　　　　　　　　中で変化や反応の原因を、身近に接する機会を持ちながら継続的に観　　　　　　　　察し、生活リズムを乱さないよう上手に誘導を図れるような関わり方　　　　　　　　をして行きましょう。日中はできるだけ起きていられるよう、作業や　　　　　　　　活動時はその場にいれるだけでも出来るようにする。また、カンファ　　　　　　　　レンスで検討し、プランに反影させるようにして下さい。

・布施　邦雄様～　やや気分の高揚が続き、独語やニヤツキが見られたり、不機嫌となって考えや思いがまとまらないまま、スタッフに突然話し掛けて来たりしています。「情緒不安定だ、泣きたい…」「男の体について知ってますか」「赤ちゃんになりたい」「抱っこされたい」等内容が様々に聞かれます。病気に左右された言行動なのか、日常生活の中で身近に接する機会を重ねながら要注目して関わって行きましょう。

・鈴木　正長様～　痴呆症状があるため、アルコール依存症治療プログラムを理解出来る能力や生活能力が落ちてきています。新しい物事を学習する事は、本人にとって難しいと考えられますが、注意力、集中力、その場での理解はあるので説明や会話はその場でスムーズに行う事ができます。日付、曜日、現実見当意識がなく、「忘れた」「分からない」と答えられる事が聞かれます。また、「酒のせいではない」と否認し、断酒についての意識の低さもみられます。プログラム中の様子でも、演技的なところも伺われます。疾病に対する理解、意識、状態にあった今後の生活について断酒意志の確立へ向け、促して行きましょう。

・高間木　八男様～本日、朝食後いきなり自分の衣類を全部廊下に放り投げています。どうしたのか問うと「うるせぇ…」と大声で怒鳴り、再度注意したスタッフへ殴りかかってきています。また、部屋のドアを蹴り、穴をあけ

　　　　　　　　　自分の頭を叩いたり、左手を噛んでいます。興奮がおさまらず一時東

　　　　　　　　　Ａユニットへ連れて行き、様子を見ています。移ってからすぐに興奮はおさまり、昼食時には西Ｂユニット患者様と一緒にレストランに移動し機嫌良く食事されて西病棟に帰っています。自分で噛んだ左手に

　　　　　　　　　内出血あり、「痛い」と訴えるため、コールドパックで冷やし経過観察しています。今後は本人だけ注目するのではなく、周囲にも配慮し刺激を排除しながら、西病棟で現在のレベルを保てられるような関わり方をして行きましょう。

＜看護度評価・検討Ａ＞

・稲垣　恵理子様～日課、プログラムへの取り組みが良く、運動療法も積極的に行って　　　　　　　　　　います。引き続き必要に応じた指導と継続的な観察が必要です。現在　　　　　　　　　のままＢ－Ⅲです。

· 船場　幸子様～症状は安定しており、取り組みに対してもまじめで集中力もあり、活動　　　　　　　性があるため、Ｂ－ⅡからＣ－Ⅲと変更になる予定です。（Ｂグルー　　　　　　　プ）

· 大橋　照子様～病識が無く、自己中心的な発言が続いています。服薬の認識も薄く、必　　　　　　　要性に欠けるため、現在Ｃ－ⅢからＢ－Ⅱに変更になる予定です。（Ａ　　　　　　　グループ）

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

